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もっと日立が好きになる 日立の魅力再発見 ベスト５

長野県生まれの作詞家・高野辰之（1876

ー1947）は幼少期に遊んだ山野を思い出

しながら、文部省唱歌『故郷（ふるさと）』（大正３年）に

「兎追いしかの山 小鮒釣りしかの川 夢は今もめぐり

て 忘れ難きふるさと」と詠っています。足元に広がる

山川はふるさとそのものです。 

ふるさと日立は、西は阿武隈山系が連なり、東は起伏

に富んだ太平洋の海岸線を臨み、穏やかな気候と豊かな

自然環境に恵まれています。 

寒村であった本市は、明治38年（1905）久原房之助が

日立鉱山を創業することにより大きく発展し、日立製作

所とともに、鉱工業都市として成長を遂げてきました。 

しかしながら、人口減少と少子高齢化現象は、本市に

おいても避けることのできない今日的な課題です。 

日立市は、「もっと日立が好きになる」をキャッチコピ

ーに、現在各地区のコミュニティと連携し約20のウオー

クコースを設け、ふるさとの魅力を再発見する事業を展

開しています。 

当センターは、すでに40年ほど前から委員会を組織し、

変わりゆく郷土の姿を映像に記録し編集してきました。

その数約50点。日立市を象徴する166ｍの大煙突、高原

小学校をはじめ、すでに消え去ってしまった姿を映像文

化として遺しています。今回、特に「ふるさと再発見シリ

ーズ」の中からオススメ作品をご紹介します。 
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タイトル 

日立二十四景 日立の文化財めぐり 大久保のいまむかし 会瀬のいまむかし 共楽館界隈 

 

 

 

 

   

制作年 2007年 2012年 1997年 2008年 1999年 

時間 30分 58分 22分 21分 20分 

オススメ

ポイント 

美しい自然や歴史遺

産、産業の姿をハイビ

ジョンカメラで撮影。日

立市内で魅力度の高

い場所を 24 選にまと

めた見応えのある観光

ダイジェスト版作品。 

歴史・民俗・美術・自

然等の日立の貴重な

文化財を、北・中・南

の３部構成で分かりや

すく紹介する、日立の

歴史や文化を知る手

がかりとなる作品。 

大久保鹿島神社の秋

季祭礼・鏑流馬神事の

裏側を丹念に取材。さ

らには古い写真を活用

し比較することで、地

域の今昔を学べる見

応えのある作品。 

歴史と自然に育まれ、

郷土を愛する人々の

姿をハイビジョンカメラ

撮影。今も昔も世代間

の結びつきを大切に海

と共に生きる姿を丹念

にまとめた作品。 

日立鉱山の福利厚生・

文化施設として歩んだ

共楽館の歴史を振り返

りつつ、市民の支援に

より平成 11 年国登録

文化財指定に至る活

動を紹介する作品。 

 

特集 

FROM HERE TO ETERNITY 
第26回アカデミー作品賞、監督、 

助演男優・助演女優賞受賞、８部門受賞 

公開：1953年 時間：118分 
 
日本軍が真珠湾（ハワイ）を先制攻撃することでアメリカに宣戦した時代を背景に、しご

き等による大戦中のアメリカ陸軍内部の腐敗や兵士たちの葛藤を描いた人間ドラマ作品。 

貸出番号：1200527   

 

監督：フレッド・ジンネマン 

原作：ジェームズ・ジョーンズ  

出演者：バート・ランカスター 

モンゴメリー・クリフト デボラ・カー 

フランク・シナトラ  

 


